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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 工 程 a)の 水 添 方 法 は 欧 州 特 許 99622号 の 手 法 の 何 れ か に よ り 実 施 し 得 る 。 特 に 適 当 な 方
法 は 水 素 及 び パ ラ ジ ウ ム の 如 き 金 属 触 媒 を 用 い る 。 該 反 応 は 0℃ 乃 至 約 60℃ で 、 大 気 圧 か
ら 10バ ー ル の 過 圧 ま で で 実 施 し 得 る 。 該 反 応 に 用 い る に 適 当 な 溶 剤 に は ア ル コ ー ル 類 、 ギ
酸 、 酢 酸 の 如 き カ ル ボ ン 酸 類 又 は 何 れ か の 種 類 と 水 と の 混 合 物 が あ る 。 反 応 に 好 ま し い 溶
剤 は 酢 酸 又 は 酢 酸 水 溶 液 で あ る 。 酢 酸 の モ ル 比 （ 即 ち 水 添 反 応 で の ニ ト リ ル 基 剤 １ モ ル 当
り に 用 い た 酢 酸 溶 剤 の モ ル 数 ） は ２ ～ 10： １ で あ る の が 適 当 で あ る が ４ ～ ６ ： １ で あ る の
が 好 ま し い 。
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